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【はじめに】4H-SiC エピ層中の単一ショックレー型積層欠陥(1SSF)の形状の違いによる成因分析

を進めている[1-4]。基底面転位(BPD)のバーガーズベクトルが±(1/3)[112̅0]の完全らせん基底面転

位から拡張する場合、直角三角形状の 1SSF に拡張する。他のバーガーズベクトルを持つ BPD か

ら拡張する 1SSFの中から二重菱形形状の 1SSF(DRSF)を今回実験的に確認し解析を行った。 

【実験方法】エピ層においてフォトルミネッセンス(PL)イメージングにより Fig. 1 に示すように

向きの異なる 2種の DRSF(DRSF-A、DRSF-B と呼ぶ)を選んだ。平面 TEM観察により転位線形状

を求め、g・b コントラスト解析および高角度散乱環状暗視野走査透過電子顕微鏡法(HAADF-

STEM)によりバーガーズベクトルを求めた。 

【結果】DRSF の拡張源となった 2 つの BPD におけるバーガーズベクトルを特定した。DRSF-A

の構造は界面転位起因のハーフループアレイに見られる構造であると同定された。一方、DRSF-B

の拡張前の構造は TED-BPD-TEDであった。Fig. 2では得られた平面 TEM像上に明らかになった

部分転位のバーガーズベクトルとそれに対応する転位ループを示す。いずれの拡張前 BPDも 2方

向の転位線から成り、拡張した BPDはそれぞれ完全 60°転位であることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 Plan-view BF-TEM 

images of DRSFs and results 

of Burgers vectors of partial 

dislocation together with 

identification of unexpanded 

BPDs’ dislocation loops:  

(a) DRSF-A and (b) DRSF-B. 
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images of DRSFs: 

(a) DRSF-A and  

(b) DRSF-B. 
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